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大野 邦久 D3 
正高 イ言男
脇田 真清
金子 正弘 D3 
正高 信男
脇田 真清






Cecile Anna 足立 幾磨
CICALISE TAKESHITA, M.A.Hu缶nan
Rafaela Sa抑.lri D3 足立 幾磨
古市 剛史




Duncan Andrew A.J.J.MACIN°'I'OSH 
友永 雅己
ALLAJ¥l1C, Morgane D3 古市 剛史
林 美里
高田 昌彦
小笠原 宇弥 D3 井上謙一
中村 克樹
北島 龍之介 D3 
平井 啓久
大右 高生
西 栄美子 D3 
今井 啓雄
高田 昌彦
FRIAS VILLARROEL, D3 岡本 宗硲
Liesbeth Martina A.J.J.MACINTOSH 
INSANI, Hahni D2 高井 正成
A.J.J.MACINTOSH 




Josue Samu日l D2 川本 芳











































BROCI-包 JR.,Nelson M2 
MA Huffman 
大右高生























伊藤 達矢 M2 辻 大和 氏名 採用期間
今村公紀 横江 実穂子 2017年4月l日～2018年3月31日
平井 啓久 葉栗 和枝 2017年4月l日～2018年3月31日
黒木 康太 M2 半谷 吾郎
今村 公紀
LEE, Wanyi Ml 
半谷 吾郎
友永 雅己














瀧山 拓哉 Ml 服部 裕子
A.J J 弘•V\.CINT<コSH
高田 昌彦








Louie Richard 大右 高生
今井哲雄
仲井 理沙子 Ml 大石高生
今村 公紀
今井 哲雄
岡田 佐和子 Ml 大右 高生
今村 公紀












受託研究費 （9件） 223,337 
受託事業費 （4件） 24,312 
共同研究費 （3件） 14,432 
文部科学省 ・日本学術振興会科学研究費助成事業等 （80件） 265,973 
医療研究開発推進事業費 （2件） 93,872 
科学技術人材育成費補助金 （1件） 5,000 





研究種別 ・委託者等 研究代表者 金額 研究課題
株式会社公文教育研究会 中村 克樹 732,057 読書及び学習の過程における幼児 ・児童の視線変化についての調査研究
脳機能ネ ットワークの全 革新的技術による脳機能ネットワークの全容解明













エイズ対策実用化研究事 明里 宏文 36ラ153,847 HIV 感染症の根治療法創出のための基礎 ・応用研究
業 （A.l¥担 D)
感染症実用化研究事業 臨床応用を自信した抗HT工;v-1ヒト免疫グロプリンに
新興 ・再興感染症に対する 明呈宏文 2,307,693 よる HTLV-1感染予防法の開発と安全性に関する研究革新的医薬品等開発推進 （抗 HTLV-1ヒト免疫グロプリンの有効性 ・安全性を
研究事業 （AMED) 検証する霊長類モデルの開発）
感染症実用化研究事業 効果的な新規B型肝きたウイルスワクチンの開発を目










チーム型研究 （C阻 ST) 高田 昌彦 1,000.000 の機能局在解明と機能再建）
(JST) マカクザノレドーパミンシグナノレを介入操作する光遺
伝学技術の開発
,f-コ 計 9 件 223.337.446 
※金額は間接経費を除く
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(2) 2017年度（平成 29年度）受託事業費 内訳一覧
研究種別 ・委託者等 研究代表者 金額 研究課題
研究拠点形成事業－A.先端拠 松沢 哲郎 15,000‘000 
心の起源、を探る比較認知科学研究の国際連携拠点
点形成型一 （日本学術振興会） 形成
研究拠点形成事業－B.アジア ・ 類人猿地域個体詳の遺伝学・感染症学的絶誠リスアフ リカ学術基盤形成型一 （日 古市 剛史 7,200,000 クの評価に関する研究本学術振興会）
二国間交流事業 オープンパー
トナーシップ共同研究 （日本学 今井啓雄 672,000 多様なインドネシア産霊長類の分子生態研究
術振興会）
二国間交流事業 オープンパー マカク属霊長類の社会構造と安定性についての比トナーシップセミナ一 （日本学 半谷 吾郎 1,440,000 
較研究術振興会）
4 件 24,312,000 
※金額は業務委託手数料および間接経費を除く
(3) 2017年度（平成29年度）共同研究費 内訳一覧
研究種別 ・委託者等 研究代表者 金額 研究課題
共同研究 （大日本住友製薬株式会 中村克樹 2,000,000 霊長類を対象と した動作理解の比較研究
社）
共同研究 （田辺三菱製薬株式会社） 高田 昌彦 10.432,000 
中枢神経障害後の機能再建を促進する白期的
抗体治療法の開発
共同研究 （日本クレア株式会社） 中村 克樹 2,000ラ000 コモン7ーモセットの新たな飼料開発
3 f牛 14,432ラ000
※金額は産官学連携推進経費を除く
(4) 2017年度 （平成 29年度） 文部科学省・日本学術振興会科学研究費助成事業等 内訳一覧
研究種目 研究代表者 金額 研究課題
新学術領域研究 高田 昌彦 4,100,000 
パーキンソン病サノレモデ、ノレの多領域多点同時記録
による集団発援現象および同期化の探索
新学術領域研究 今井啓雄 3,400,000 
ターゲット遺伝ナ法によるグリアネットモデ〉レサ
ノレの同定と繋殖の試み
新学術領域研究 服部裕子 431,450 
共感J性を両めるコミュニケーションシステムの進
化に関する比較認知科手的研究
新学術領域研究 井上謙 2,700,000 
神経回路の選択的可視化と操作を実現するウイノレ
スベクターシステムの開発
新学術預域研究 高田 昌彦 7,200,000 
サノレ脊髄損傷モァケレにおける大脳運動関連領野の
可霊的神経メカーズムの解明
新学術領域研究 井上 謙 4,200,000 
行動選択の回路モアc＇；レ構築のための前頭、前野一大
脳基底核 ・；J、脳連関の構築様式の解明
新学術領域研究 中村克樹 3,300,000 
霊長類のやる気における ドー パミン受容体系の役
割の解明
新学術領域研究 ・分担 井上 謙一 5,000,000 
動物モデルへの双方向性計測操作による発援現象
の理解
新学術領域研究 ・分担 高田 昌彦 3,240,000 先端モデ、ノレ動物支援フDラットフォーム
新学術領域研究 ・分担 高田 昌彦 150,000 生命科学連携推進協議会
新学術領域研究 ・分担 香田啓貴 6,355,000 言語の下位機能の生物学的実現
特別推進研究 松沢 哲郎 80,000,000 言語と利他性の霊長接的基盤




基盤研究 （A) 古市 剛史 5,700,000 ヒト科の集団と地域社会の役割の再考 ：Pan属
の集団間関係主メスの移籍の分析から
基盤研究 （A) 高田 昌彦 10,900,000 
先端的神経ネットワーク解析による霊長類大脳眼
球運動制御システムの構造と機能の解明
基盤研究 （A) 湯本 貴和 9,300,000 
人為撹乱影響下におけるアフリカ大型類人猿の生
態学的研究
基盤研究 （A）・分担 足立 幾磨 500,000 チンパンジーとボノボの道具的知性と社会的知性
基盤研究 （A）・分担 今井啓雄 600,000 霊長類感覚多重遺伝子族の大規模集団解析による嘆覚 ・味覚 ・色覚の総体的進化像の解明
基盤研究 （A）・分担 香田啓貴 1,200,000 
サノレと 自閉症児を対象とした援助行動の生物的 ・
進化的要因解明に関する実験的研究
基盤研究 （A）・分担 平崎鋭矢 500,000 初期人類二足歩行運動の生体力学的復元
基盤研究 （B) 橋本千絵 2,300,000 
生殖ホルモンの動態と性行動の分析による野生チ
ンパンジ とボノボの繁殖戦略の研究
基盤研究 （B) 高井正成 3,300,000 アジア地域の霊長類相の成立に関する古生物学的研究
基盤研究 （B) 岡本宗裕 3,900,000 
ーホンザノレ血小板減少症の発症 ・非発症機序の解
明と7カク類のリスク評価法の開発
基盤研究 （B) 古賀章彦 2,700,000 
ヒトと類人猿のゲノムの大きな違L、：組換え顔度
に関する仮説のゲノム編集を用いた検証
基盤研究 （B) 平崎鋭矢 2,600,000 ヒトはなぜ一足で歩けるのかワ暗乳額モデルから採る一足歩行の戦略とその進化
基盤研究 （B) 今井啓雄 3,700,000 霊長類採食活動多様性の感覚的基盤
基盤研究 （B) 演田穣 3,000,000 
7カクの進化地理学：アジアにおける東西分散と
分断の進化史
基盤研究 （B) 西村剛 3,900,000 霊長類の発声メカニズムの多様性とヒ ト発声の進
化プロセスに関する医工生物与融合研究
基盤研究 （B）・分担 今井啓雄 600,000 
スラウェシ島固有の7カク属を用いた霊長類の種
形成に関する遺伝領坂の特定
基盤研究 （B）・分担 湯本 貴和 250,000 
地域の生物文化多様性を基盤としたレジリアント
な観光ガパナンスの研究
基盤研究 （B）・分担 岡本宗裕 600.000 
無鈎条虫 ・アジア条虫感染家畜の迅速検査法の開
発と宿主特異性規定因子の探索
基盤研究 （B）・分担 岡本宗裕 800,000 
有鈎条虫の撲滅を目指した流行調査と土壌伝播揺
虫の網羅的検出法の開発
基盤研究 （B）・分担 明呈 宏文 3,500,000 
i p S細胞を利用したCD4陽性T細胞の再生医
療のための基盤技術の確守
基盤研究 （B）・分担 ｝｜本芳 50,000 
中央アジアにおけるウシ科，ラクダ科家畜とその
近縁種の遺伝資源、手的調査研究
基盤研究 （B）・分担 半谷 吾郎 630,000 
腸内細園を用いたニホンザノレ農地依存度の把握と
加害レベル判定手法の穫す
基盤研究 （B）・分担 早川 卓志 510,000 
腸内細国を用いたニホンずノレ農地依存度の把握と
加害レベル判定手法の荏す
基盤研究 （C) 香田啓貴 500,000 
音戸の情動伝染：音戸模倣の起源に関する実験的
検討
基盤研究 （C) 林 美里 800,000 
ヒトと大型類人猿における物の操作と母子関係に
みる認知発達
基盤研究 （C) 江木直子 1,100.000 始新世一漸新世晴乳動物相交代の実態の解明：ア
ジア産分類群の起振と移住
基盤研究 （C) 大石高生 900.000 
自然発症ニホンザノレ個体を起点にした早老症モデ
ノレの確す
基盤研究 （C) 宮地重弘 1,800,000 リズムに「乗るj梓経メカニズムの解明
基盤研究 （C) 足立 幾磨 1.000.000 感覚間 致への比較認知科学的アプローチ
基盤研究 （C) 竹本 篤史 1,300,000 主観的輪郭知覚に伴う神経団路ダイナミクス回転運動刺激を用いた検討
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基盤研究 （C) 今村公紀 1,100,000 
チンパンジーiPS細胞を用いた梓経発生の「ヒト
イヒJ責任遺伝子の機能的同定
基盤研究 （C) 山中倉リ 800,000 
霊長類うつ病モァケレを用いた「セロ トニン 1Bレ
セプタ 仮説Jの検証
基盤研究 （C) 井上 謙一 1,200,000 
霊長類遺伝子改変モゲノレを利用したパーキンソン
病の進行 ・発症機序の解明
基盤研究 （C) 竹冗 博幸 1,600,000 ヒトの地上性の起源と後期中新世の気候変動
挑戦的萌芽研究 宮部 貴子 700,000 非ヒト霊長類の痛みに関する多面的研究
挑戦的萌芽研究 IE1罰信男 500,000 社会構造における巨閉症スベクトラム
挑戦的萌芽研究 橋本千絵 1,600,000 
童子生チンパンジーにおける口腔細菌叢の伝播と食
物分配
挑戦的明芽研究 平崎鋭矢 1,300,000 
邑語能力初期進化過程に関する仮説の実験的検証
真猿類モデ、ノレを用いて
挑戦的研究 （萌芽） 服部裕子 166.604 音楽性の起源 ：類人猿を対象とした比較認知科学的研究
挑戦的研究 （萌芽） 西村剛 2,500.000 ヒト以外の晴乳類における鼻腔の生理学的機能に関するシミュ レ ションモゲノレの開発
挑戦的研究 （務芽） 高田 ~ヨ ￥3ト 2.800.000 新規ウイルスベクターを用いた全脳的遺伝子導入技術による神経疾患モプノレ霊長襲の開発
挑戦的研究 （明牙） 斉藤 治美 2.565.793 
喫主両次中枢におい ι神経団路機構を形成する分
子メカーズムの探索
挑戦的研究 （明牙） 中村 克樹 2,800,000 
霊長類 どの神経賦活マンガン造影 MRl法の確立
および社会行動神経ネットワ クの解明
若手研究 （A) MacIntosh Andrew 3,800,000 Primate and parasite community assemblages asindi四torsof a transitionin』g; environment 
若手研究 （B) 辻大和 1,200,000 
DNAパーコーヂイングによる種同定を利用し
た、熱帯林の主要な種子散布者評価の試み
若手研究 （B) 早川 卓志 1,200,000 霊長類におけるグノム ・メタゲノム相関とその進
化的意義の解明
若手研究 （B) 西川 真理 1,200,000 
薄明視という新たな視点による霊長類の3色型色
覚の優位性の検証
若手研究 （B) 伊藤毅 2,700.000 霊長類における交雑の進行過程とその表現型多様
化への影響を探る進化生態子的研究
若手研究 （B) 橋戸（鈴木） 南美 2,100,000 
葉食趨応したコロプス重科の味覚・解毒分子基盤
の進化機構の解明
研究活動スター ト支援 雨森 賢一 1,100,000 霊長類の側坐核・腹側被蓋野経路の選択的制御に
よる価値判断のメカ ズム解明




特別研究員要励費 TAKESf丑TA 1,100,000 
ニホンザノレとオランウータンにおける内分泌動態
RAFAELA SAYURJ に影響を与える要因について
特別研究員要励費 豊田有 900,000 
ベニガオザノレの繋殖システムの解明ーオス聞の連
合関係と繁殖蒜合のトレ ドオフ
特別研究員奨励費 栗原 洋介 1,100,000 
屋久島に生息するニホンザノレの社会変動を引き起
こす生態子的メカ ズムの解明
特別研究員奨励費 北島龍之介 900,000 
霊長類における神経幹細胞増殖能の比較解析一
iPS細胞による霊長類脳進化の探求








特別研究員要励費 戸田 和弥 1,000,000 
なぜメスが出告集団を離れるのか？ ヒトとアフリ
カ頚人援における父系社会の進化的起振
特別研究員要励費 山本知里 1,100,000 ハンドウイルカにおける社会的知性に関する比較認知科学的研究
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特別研究員要励費 石塚真太部 1,000,000 P皿属二種の地域社会構造の解明
特別研究員要励費 MacIntosh Andrew 900‘000 
マカク類の感染症が宿主の行動に与える影響とそ
のリスク評価
特別研究員奨励費 MacIntosh Andrew 800,000 ニホンザノレにおける乳幼児handlingおよび乳幼児とワカモノの社会関係の形成
特別研究員実励費 MacIntosh Andrew 1,100,000 環境圧力、社会性、健康における関連性の理解
JSPS外国人特別研究員 MacIntosh Andrew, 病気発生の予測と予防のための霊長類の社会的ネ
（欧米短期）
Valeria Romano de 735,377 
ットワークの使用PAULA 
JSPS外国人特別研究員 MacIntosh Andrew, 
210,000 ニホンザノレにおける行動の時間的区間的分析（戦略的i司グ払） Kely Renee FINN 
JSPS外国人特別研究員 友永 雅己 ヒト以外の霊長類における数概念の形成に関する
（戦略的7き司r:ib.) Sarah Elizabeth 420,000 比較認知科学研究
KOOPMAN 
後藤 幸織
EAPSI:The Role ofMonoamine Oxidase-A Gene 
JSPS外国人特別研究員 Poゆnorphismin Aggresive Behavior in Macaques 
（す7－・プョク市？ム） JONES. Daniele 158.500 （ニホンザノレグループケージでの社会的行動の観
Nicole 察とその遺伝的基盤の解明）
80 件 265.972,724 
※金額は間接経費を除く
(5) 2017年度（平成 29年度）医療研究開発推進事業費補助金 内訳一覧
研究種別 研究代表者 金額 研究課題
ナショナノレバイオリソー ライフサイエンス研究用ニホンずノレの飼育 ・繁殖 ・
スプロジェクト 中村 克樹 84,072.236 供給
(NB即ニホンザノレ） （大型飼育施設で、のニホンザノレの葉、殖 ・育成事業）
ナシ ョナノレバイ オリソー 情報発信体制の整儀とプロジェクトの総合的推進スプロジェクト 松沢 哲郎 9,800,000 
(G刷 ） （大型類人猿情報ネットワークの展開）
2 件 93,872,236 
※直接経費のみ







1 件 I 5,ooo『000
※直接経費のみ
（η 2017年度（平成 29年度）寄附金内訳一覧
寄附金名称等 研究代表者 金額 寄附の目的




財団 平成 29年度助成事業 今井 啓雄 1,000.000 国際シンポジウム： ロドプシンの生物物理学
国際会議開催助成 （七回教授退職記念国際シンポジウム）





















財団 平成 29年度助成事業 古賀 章彦 1,000,000 国際シンポジウム「霊長類のゲノムと細胞研究」
国際会議開催助成 I期
（公財）京都大学教育研究振興
7カク類の季節性精子形成の機序を採る分子細胞財団 平成 29年度助成事業 平井啓久 1,000,000 
生物学的研究研究活動推進助成
（公財）京都大学教育研究振興
霊長類の生後発音過程で一過的に認められる生殖財団 平成 29年度助成事業 今村公紀 1,000,000 細胞のプログラム細胞死
研究活動推進助成
2017/2018 Frar氷lin Mosher 
大学院生HirnaniNautiyalの人類進化に関する教育
Baldwin Felowship (LEAKEY財 Michael 1,554,813 
団）
HUFFMAN 研究支援
第 36回 りパネス研究費 L- 今村公紀 250.000 アノレツハイ7一病を引き起こす分子基盤の霊長類
RAD責 種間比較
（公財）大幸財団 平成 29年度 霊長類の社会認知機能を介在する前頭前皮質 ドー第 27回自然科学系学術研究助 後藤 幸織 3.300,000 パミンの役割
成
Why do bonobo females disperse frorn natal groups 
National Geographic 古市剛史 553.013 
ear・lier than female chimpanzees 
Young Explorers Grants （なぜボノポメスはチンパンジーメスよりも早い
年齢で出自集団を離れるのかワ）
第49回 （2017年度） 雨森 賢 3,000,000 霊長類の悲観的な価値判断の固執を引き起こす神内藤記念科学実励金 ・研究助成 経メカニズムの解明
（公財）アステラス病態代謝研
福池 菜保 2,000,000 統合失調症霊長類モデルの確立
究会平成 29年度 研究助成金
Tourete Association of America Multi-Dimensional Analysis of the Limbic Vocal Tic 
（阻 SEARCHGRANTS AND 
高田 昌彦 7,140,739 Network and its Modulation via Voltむrune仕yFELLOWS｝丑PS Controlled High-Frequency Deep Brain Stimulation of 
Ful Proposals:2017 Grant Cycle) the Nucleus Accumbens. 
（公財）ノj、林国際費学財団
今井 啓雄 3,500.000 苦味受容体に注目 した霊長類個体やオノレガノイド
第6目（平成 29年度）研究助成 を用いたアジア産植物由来天然物の生理活性研究
（公財）上原記念生命科学財団 雨森 賢一 5,000.000 不安や悲観的判断に関わる霊長類側坐核経路の機平成29年度 研究助成金 能解明

























1. 開室時間：平日 9時から 17時まで。





























































































増 力日 被 少（死亡など）
区 分 （ 呼 消
実
安聾監他その
吸 イヒ _;L 者j 所
出 、主世守
安楽殺 験によ
事 タト 器 器 感
宮、
震 0コ検 タト 増故 傷 Fげ同t. 尿産 入 計 死 死 疾系 疾系 症 器 喜5J 他 不 給供 計 減
る i目＇！§
種名 ） 豊、 豊、
コモンマ モセット 37 12 49 6 27 1 1 3 8 2 49 。
ニホンザノレ 49 49 29 3 6 2 5 46 3 
ニホンザノレ
76 76 2 4 4 2 2 15 29 59 17 
（問問）
アカゲ‘ザノレ 32 32 12 2 3 2 3 14 36 ・4
ワタボウシタマリン 。 -1 
マント ヒヒ 。 -1 
ボンネットザノレ 。 -1 
チンパンジー 。 I -1 
















霊長類のホノレマリンもしくはアノレコー ノレで‘固定された液浸標本や冷凍標本は約 1,190点である（表 1）。 霊長類
以外の標本も約 230点ある（表3）。筋系標本の割合が高いが，脳や臓器の標本も含む。 このように大規模な液
漫 ・冷凍標本コ レクションは世界的に見ても稀有である。 標本は、本棟地階及び栗栖地区の液浸資料室に分散










れら画像データは、 Web上のデータベースDigitalMorphology Museum (DMM, http://w-w明 ・pri.k.-yoto-
u.ac.jp油田n/archive）に登録されており、インターネットを介して利用することができる。（＊2016年度年報iこ誤植
があり ました。それぞれ、 87種、 58種と記載していましたが、 正しくは77種、55種ですC ) 
(5）化石模型














（連絡先 ・資料委員会 pri-shi.rγo[at] mail2.adm.匂oto・u.ac.jp)
2017年度（平成29年度）所蔵資試料
表 1 霊長類骨格および液浸 ・冷凍標本 ガラゴ属
Ga/ago spp. 18 46 
ガラゴ科不明 Galagidae indet. 。
和名 学名 骨格 液冷 キツネザノレ上科属不明 Lemurもideaindet 。 6 
ホミノイド Hominoide.a 121 120 
テナガザノレ科 Hylobatidae spp. 65 53 
チンパンジー属 Pan rrogloのtes 44 56 
ゴリラ属 Gorila gorila 8 4 
曲鼻猿類属不明 Strepsi汀・hiniindet 。 3 
匡不明 Unidentifiable 
。 9 
総書十 Total 9788 1186 
オランウータン属 Pongo pygmaeus 4 7 
旧世界ザル Cercopithecoid伺 7923 664 
マカク属 Macaca spp. 6180 507 
表2 霊長類以外の骨格標本
コノハザノレ属 Presbytis spp. 168 
ノ、ヌ7 ンラング－；レ属 Se"mopithecus spp. 4 4 
ラングーノレ属 Trac勾，plめecusspp 15 22 
コロプス属 Colobus spp. 366 1 
メンタワイシシパナザノレs・ ias o/ 132 。属 1m cone or 
テングザノレ属 Nasalis lan,atus 。
グヱノン属 Cercopithecus spp. 577 71 
和名I目・科］ Taxa [order/genns) 標本数
｜食肉目 Carnivora 1073 
レッサーパンダ科（1)Ailurus；イヌ科（560)Canis, Nyctereutes, 
Vulpes；イタチ科（238)Lutra, Martes, Meles, Mustela, Pteronura; 
アシカ科（31)Calorhinus, Eumetopias, Zalophus；アザラシ科（5)
IPhoca；鰭脚類ο）Pinnipedia indet. iアライグマ科｛8)Procyon：，ク
マ科（143)Helarctos, 1昨 lursus,Selenarctos, Ursus；ネコ科（53)
Caracal, Felis, Leptailurus, Neザelis,Panthera, Prionailu.円is,
パタス属 Eり，throcebuspatas 20 5 jProfelis, Puma; ＂＇＜ングス科（5)Crossarchus, Mungos, Suricata; 
マンガベイ属 Cercocebus spp. 16 5 ジャコワネコ科（27)Artictis, Paguma, Vive.庁 G
ゲラダヒヒ属 T向eropithecusgelada 4 4 奇蹄目 Perissodactyla 12 
ヒヒ属 Papio spp. 419 29 ウマ科｛10)Equus：苫パク科ο）Tapirus 
マンドリ1レ属 品加1drillusspp. 20 :, 、 鯨偶蹄目 Cetartiodactyla 469 
コロプス亘科属不明 Colobinae indet 。
IS世界ザノレ属不明 Cercopithecoidea indet 2 。
イノシシ科（352）ぬ・s；ペッカリー科（3)Tcり・assus；ウシ科（53)
凶mmotragus,Anti/ope, Bos, Buvalus, Capra, Caprκornis, 
Cephalophus, Ovis；キリン科（1)G同仇 シカ科｛47)Cervu 
世界ザル Ceboidea 1682 288 同dropotes,Afuntiacu.ζ マイノレカ科｛10)Tursiops, Delphinidae 
リスザノレ属 Saimiri sciureus 1031 71 indet.，科不明IF釘nilyindet. (3) 
ヨザノレ属 Aotus rrivirgatus 64 23 ツノ号イ 目 Scandentia 51 
ティティ属 Cal/icebus宮pp. 52 3 ツパイ科（51)Tupaia, Lyncogale 
ホエザfレ属 Al側 attaspp. 60 4 トガリネズミ目 Soricomorpha so 
クモザfレ属 Ate/es spp. 16 12 
ウ リ クモザノレ属 Brad弓nelesspp. 3 。
ウリモンキ属 Lagothrix spp. 19 2 
オマキザノレ属 Cebus spp. 101 34 
サキ属 Pithecia spp. 24 2 
トガリネズミ科（39)Crocidura, Suncus；モグラ科(12)Euscaptor, 
Mogera, Urotrichus 
翼手目 Chiroptera 9 
オオコウモリ科（5)Pteropus, Rousetrus；キクガシラコウモリ科
Kl) Rhinolophus；ヒナコウモリ科(I)p伊istrellus；科不明 ／
(Microchiroptera F包nilyindet. (2) 
ウアカリ属 Cacajao ca/vus 。 ｜皮翼目 Dermoptera 2 
ゲノレディモンキ 属 Callimico goe/di 。 ヒヨケザfレ科｛2)Cynocephalz必
ピグミ マモセット属 CebuelaP)習maeus 9 10 趨歯白 Rodentia 165 
マモセット属 Calithrix spp. 169 64 ヤマネ科（1)Glirulus；リス科（65)Calosciurus, Cy110mys, 
タマリン属 Sag日inusspp. 120 62 IEutam叩，Petaurista, Peteromys, Sciurus，やermophilus；トピネズ
ライオンタマリン属 Leontopithecus rosa/ia 6 。
7ーモセット科属不明 Callitrichidae indet 。
世界ザノレ属不明 Ceboidea indet 6 。




メガネザル科 Tarsidae spp. 1 1 トリア科（6）功。castor；科不明厄ystricogna出iFamily indet. (3) 
曲鼻猿類 Strepsirrhini 61 113 ウサギ目 Lagomorpha 33 
キツネザノレ属 Lemurspp. 18 14 ウサギ科（30)Lepus, Oryctolagus, genus indet.；ナキウサギ科｛3)
エリ7 キキツネザノレ属 均reciaspp. 4 4 Ochotona 
ネズミキツネザノレ属 A1icrocebus spp. 。 1 
イタチキツネザノレ属 Lepilemur mustelinus 。
シファカ属 Propithecus verreauxi 2 。
スロ ロリス属 Nycricebus spp. 16 24 
ポット 属 Perodicticus spp. 
ホソロリス属 Loris spp. 4 
異節目 Xenarthra 4 
フタユピナマケモノ科ο）Choloepus；オオアリクイ科(I)
Tamandua；アノレマジロ科（1)genus indet. 
アフリカトガリネズミ 目 Afrosoricida 1 
テンレック科｛1)Echinops 
陪狸目 Hyracoidea 1 
イワダヌキ科｛1)Procavia 
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長鼻目 Proboscidea 2 ツパイ 目 Scandentia 21 
ゾワ科（2)Elephas, Loxodonta ツバイ科（21)Tupaia 
有袋目 :¥'larsupialia 16 トガリネズミ 目 Soricomorpha 11 
オポッサム科（3)Didelphis；カンガノレー科（7)J凶 cropus,genus トガリネズミ科（8)ISorex, Suncus；モグラ科（3)Mogera, 
indet.，フクロモモンガ科（1) Petaurista；クスクス科（4) むirotrichus
l!'halanger, Tric加，surus；ウォンパット科(1）めmbatus 翼手目 Chiroptera 4 
晴乳類 ・普十 :¥iammalia total 1889 オオコウモリ科（4) Rousettus 
鳥類 A、＇eS 79 醤歯目 Rodentia 113 
l,6.nseriformes ［カモ類］ (6) Aix, Anas, Anser, Tadoma; Ciconiformes リス科（2)Cynomys, Sciuridae indet.，ネズミ科(110)Clethrionomys, 
［コウノトリ類］ (9) Nyctico1肌 Ciconia,Phoenicopteridae indet., 'Ra刷民ヌートリア科（1)i¥,tyocastor 
Columbiformes ［ハト類］ (6) Columba, Teran; Falconiformes ［タカ ウサギ目 Lagomorpha 1 
類］ (4) Butastur, Milvus, Falco; Galliformes ［キジ類］（31) ウサギ科（1)Leporidae indet. 
Bumbusico/a多Galus号Lophophorus,Lophura, Pavo, Phasian民 アフリカトガリネズミ 呂 Afrosoricida 1 
l!'olyplecrron，加 eptopelia;Gruiformes ［ツノレ類］(1) Galinula; 
Passerifonnes ［スズメ類］(16) Corvus, Carduelis, Coccothraustes, 
l!'asser, Turdus, Turdidae genus indet., Srηmus, Zoorhera; 
Perecanifonnes ［ペリカン類J(2) Ardea, Ph/acrocorax; 
Phoenicopterifonns ［フラミ ンゴ類］(2) Phoenicopterus; Piciformes 
、l）［キツツキ類JDendrocopos; Psittaciformes ［オウム類]Cl)
Cacatua 
テンレック科（1) Tenrecidae indet. 
有袋目 :¥farsupialia 10 
カンガノレー 科（2)Thylogale, Macropodidae indet.：，フクロネコ科（1)
'ISarcophilus；フクロモモンガ科σ）Peraurus：，クスクス科｛3)
Trichosurus：，リングテイノレ科（1)Pseudocheirus 
暗乳類・許 :¥fammalia total 232 
~虫類 Reptilia 42 鳥類Aves(1) Galliformes -Gallus ［ヱワト リ］
有鱗目 Squamata 33 艇虫類 Reptilia(1) Squarnata indet. ［トカゲ］
IBoidae ［ボア類J(3) Eunectes; Chamaleonidae ［カメレオン類］ 総書十 Total 234 
5) Cha,叩 ／eo;Colubridae ［ナミへピ類J(5) Elaphe; Gekkonidae 
［ヤモリ類J(4) Geklw; Helodermatidae ［ドクトカゲ類](l)
IJ!e/oderma; Iguanidae ［イグアナ類J(2) Ano/is; Pythonidae ［二シ 表 4 霊長類分子生物学用試料
キへピ類J(3) Morelia，ηthan; Scincidae ［トカゲ類］（2)
Corucia; Varanidae ［オオトカゲ類］（l）陥ranus;Vip巳ridae［クサ 和名 学名 個体数
リヘピ類J(3) Gloydius; X巴nosauridae［コプ トカゲ類］（3)
IShinisaurus; Squ四 ataFamily ind巴t[有鱗目科不明］(!)Family 
nd巴t
カメ 固 Testitudines 7 
Cheloniidae ［ウミガメ類J(3) Caretta, Che/onia; Geomyidae ［イ
シガメ科J(1) Cuora; Pelomedusidae ［ヨコクピガメ類］（1)
ll'odocnemis; Testudinidae ［リクガメ類J(1) Pyxis; Trionychidae 
ホミノイド Hominoidea 173 
チンパンデー Pan troglodyte昌 119 
ボノボ Pan paniscus 
ゴリラ Gorilla gorila 8 
オランウータン属 Pongosp. 9 
テナガザノレ属 砂fobatessp. 21 
［スッポン類J(1) Lissemys フクロテナガザノレ 勾1mpha/ang1凶 syndactylus 15 
ワニ目 Crocodylia 2 旧世界ザノレ Cercopithecoid回 98 
IAlligatoridae ［アリゲータ一類］ (2) Aligator, genus indet マカク属 Macacaspp. 93 
両生類 Amphibia 12 サバンナモンキー属 Cercopithecus sp. 4 
有尾目 Caudata 2 マントヒヒ Papio hamad，η'GS l 
IAmbystomatidae ［トラフサンショウウオ科J(1) Ambystoma; 新世界ザノレ Ceboidea 70 
Salamandroidae ［イモリ類］ (1) Tylotorrito月 マ モセット属 Callithrix sp. 47 
無尾目 Anura 10 タマリン属 Saguinus oedipus 4 
IBufonidae ［ヒキガヱノレ類J(2) Bufo, Rhine/la：苛Dendrobatidae［ヤ リスザノレ属 Sazm1n sciureus 2 
ドクガヱル類J(1) Phyllobates; Hylidae ［アマガヱル類］（2)
l'hyllomedusa; M巳gophryidae［コノハガヱ1レ類J(3) Megophrys; 
R出ridae［アカガヱノレ類J(1) Rana; Rhacophoridae ［アオガエル
フサオマキザノレ Cebus caputinus 
ヨザノレ属 Aotus trivirgatus 16 
類J(1) Theloderma 
魚類 Pisces ヲ
IPerciformes ［スズキ類］(2) Lateo/abrax, Pagrus 
総計 Total 2024 
表3 霊長類以外の液漫標本
和名［目・ 科］ Taxa [order/genus] 標本数
食肉目 ca，百ivora 69 
レッサーパンダ科（1)Ailurus；イヌ科（4)Canis, Urocyon；イタ
チ科（34)Aon戸 JI凶 rtes,lvfustela：，アシカ科（1)Otariidae ind巴t' 
クマ科（l0) ISelenarτtos；ネコ科（3)Fe/is；ジャコウネコ科（4)
4げic口!S,Pa♂，ma；科不明IFむnilyindet.(12) 





































































高田 昌彦 H29.4.1 併任 任期はH30.3.31まで




H29.4.l 採用 野生動物研究センタ ・ー 特定准
Andrew 教授よ り
服部 裕子 H30.l.1 採用
野生動物研究センタ ・ー 特定助
教よ り
湯本 貴和 H29.4.1 併任 任期はH3l.3.31まで








2017/4/14～4/23 タイ 共同研究実験 ・解析 ・研究連絡
American Association of Physical 
2017/4/18～4/24 アメ リカ Anthropologists・86thannual meeting参
加 ・発表 ・情報収集、研究違絡
2017/4/26～5/1 インドネシア 第 5回アジア精神医学薬理学会参
加 ・情報収集
2017/5/1 0～5/15 アメ リカ 国際自閉症学会2017参加 ・情報収集
2017/5/12～5/24 タイ ・ブータン 研究連絡、 野外調査
2017/5/20～6/15 アメ リカ 共同研究
2017/6/2～6/18 ミャン7 ・ー タイ 化石標本整理 ・観察
2017/6/2～6/7 7 レーシア 研修引学、資料収集
研究連絡、 Evolutionof pathogen and 
2017/6/6～6/15 ドイツ ・英国 parasite avoidance behaviours参加 ・発
表 ・情報収集
2017/6/8～6/27 イタ リア 第27回イタリ ア行動学会参加 ・発表、研究連絡
2017/6/12～6/16 タイ 研究連絡、野外調査
2017/6/21～7/10 タイ ・ミャン7ー 研究連絡、 野外調査
CSH Asia2017 Conference Primate 
2017/6/24～6/30 中国 Neuroscience参加 ・発表 ・情報収
集、研究連絡
CSH Asia2017 Conference Primate 
2017/6/24～6/30 中国 Neuroscience参加 ・情報収集、研究
連絡
2017/7/2～7/10 ラオス 疫学調査、情報交換
2017/7/2～7/15 オランダ ・英国 研究連絡
2017/7/7～7/18 オース トラリア 国際霊長類学会参加 ・発表・資料収集
China Primatology and Anthropology 
2017/7/9～7/12 中国 Young Scholars Forum 2017参加 ・発
03'.圭z＝’ 
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社会進化 古市剛史 2017/7/12～8/12 コンゴ民主共和国 PWS履修生への研究指導、研究連絡
生態保全 橋本千絵 2017/7/16～8/29 コンゴ民主共和国 A創canPrimatological Consortium第2回総会出席 ・資料収集、研究連絡
社会進化 MAHu貸出an 2017/7/21～7/26 韓国 国際シンポジウム参加 ・発表 ・資料収集
系統発生 高井正成 2017/7/22～7/31 タイ ・ミャン7ー 化石発掘調査、化石標本観察
認知学習 後藤幸織 2017/7/30～8/2 シンガポール 議演、研究連絡




社会進化 辻大和 2017/8/20～9/7 インドネシア 研究連絡、 生態調査、データ解析
思考言語 林美里 2017/8/20～8/28 コンゴ畏主共和国
A創canPrimatological Consortium第2
回総会出席・資料収集、研究連絡
生態保全 湯本貴和 2017/8/20～8/23 中国 国際生態学会連合大会参加 ・資料収集
系統発生 江木直子 2017/8/22～8/28 カナダ SVP 77th Annual Meeting参加 ・発表 ・情報収集
白居センター 雨森賢一 2017/8/23～9/2 アメ リカ 共同研究
スイス ・オースト 薬用植物と天然物化学研究会国際学
社会進化 MAHuffrn組 2017/9/1～9/12 術大会参加 ・発表、施設見学、資料リア 収集
統合脳システム 井上謙 2017/9/10～9/14 アメ リカ ワークショップ参加 ・情報収集、研究連絡
’国＂－、A主7主ト三EコE百関五口 友永雅己 2017/9/10～9/13 韓国 研究連絡
系統発生 西村剛 2017/9/12～9/16 オーストリア 研究プロジェクト推進実験、研究連絡
生態保全 湯本貴和 2017/9/13～9/22 タンザニア PWS履修生への研究指導、野外調査
技術部 兼子明久 2017/9/13～9/22 タンザニア 行動観察、資料収集
系統発生 高井王成 2017/9/13～9/27 中国 サノレ化石調査、化石標本観察
細胞生理 岡本宗裕 2017/9/17～9/24 インドネシア 研究連絡、 野外調査
進化形態 伊藤毅 2017/9/17～9/30 アメ リカ 共同実験、研究連絡
進化形態 演田穣 2017/9/19～10/3 中国 研究連絡、 生態調査、資料収集
社会進化 MAHu飴nan 2017/9/24～10/8 メキシコ・ アメリ 国際フォーラム参加、研究連絡、 資
カ 料収集
ワイ／レ ドライフ
サイエンス（名古 早川卓志 2017/10/5～10/15 オーストラ リア 研究調査
屋鉄道）
社会進化 仕大和 2017/10/8～10/22 インドネシア 研究連絡、 生態調査、資料収集、ワークショップ参加
τbe 6th International Workshop on 
生態保全 湯本貴和 2017/10/15～10/22 インドネシア Tropical Biodixersi匂fand Conservation 
参加 ・発表、情報収集
認知学習 正両信男 2017/10/16～10/21 フランス 研究連絡
国際センター A MacIntosh 2017/1/5～11/8 7 レーシア 試料採取、 データ収集
第47回北米神経科学大会参加 ・情
高次脳機能 中村克樹 2017/1/9～11/16 アメ リカ 報収集、NEI50th Anniversary 
S戸nposium参加
統合脳システム 高田昌彦 2017/1/10～1 1/17 アメ リカ 第47回北米神経科学大会参加 ・f青
報収集
統合脳システム 井上謙一 2017/1/10～11/17 アメ リカ 第47回北米神経科学大会参加 ・発表 ・情報収集
細胞生理 岡本宗裕 2017/1/13～11/21 ラオス 疫学調査、情報交換
進化形態 積回穣 2017/1/13～12/10 タイ 野外調査、資料収集、研究連絡
社会進化 MAHuffrnan 2017/1/14～12/1 イタリア ・英国 講演、研究連絡、 資料収集
生態保全 湯本貴和 2017/1/15～11/25 7 レーシア 生態調査、研究連絡
系統発生 高井王成 2017/1/19～12/9 ミャン7ー 化石発掘調査、化石標本調査 ・観察
系統発生 江木直子 2017/1/19～12/9 ミヤンマー 化石発掘調査、化石標本調査 ・観察
認知学習 後藤幸織 2017/1/22～11/24 韓国 研究連絡、 講演
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American Colege of 
認知学習 後藤幸織 2017/12/2～12/9 アメリカ Neぽ opsychoph釘macologyMee出 g参
加、情報収集
進化形態 i賓田穣 2017/12/14～12/28 タイ 研究連絡、情報収集
社会進化 MAHu在in剖 2017/12/24～12/31 台湾 セミナー参加、研究連絡、 調査地見
字
進化形態 演田穣 2018/1/2～219 タイ 研究連絡、 情報収集
系統発生 HC Thomas 2018/1/25～1/27 韓国 研究連絡
白眉センター 雨森賢一 2018/1/27～2/1 アメリカ 共同研究
国際センター A MacIntosh 2018/2/4～2/1 7 レーシア 資料採取、データ収集
社会進化 辻大和 2018/2/1～2/16 インド 研究連絡
研究連絡、 情報収集、Satellite
進化形態 演田穣 2018/2/12～3/1 タイ ・ネパーノレ International S戸nposiumon Asi叩
Primates参加 ・発表
人類センター ｝｜本芳 2018/2/15～2/24 
ネパーノレ ・ブータ Satellite International S戸nposiumon 
ン Asian Primates参加 ・発表、研究連絡
社会進化 MAHu飴nan 2018/2/18～3/9 スリ ランカ 調査準備、研究連絡、行動観察、共
同実験、試料収集
生態保全 半谷吾郎 2018/2/20～2/24 タイ 野外調査、資料収集、研究連絡
社会進化 辻大和 2018/2/21～3/2 インドネシア 野外調査、資料収集、研究連絡
人類センター 田中洋之 2018/2/22～3/6 スリランカ 調査準備、研究連絡、行動観察、共
同実験、試料収集
’国＂－、A主7主ト三EコE百日五ロ 足立幾磨 2018/2/26～3/2 アメリカ 研究連絡
認知学習 香田啓貴 2018/2/26～3/4 タイ 研究連絡、 情報収集
系統発生 高井E成 2018/2/28～3/12 ミャン7ー 化石発掘調査、化石標本調査 ・観察
進化形態 演田：穣 2018/3/17～3/31 タイ 研究連絡 ・情報収集
系統発生 西村剛 2018/3/18～3/22 スイス
Kyoto-Swis Symposium 2016ブxロ
ーアップワークショップ参加
生態保全 湯本貴和 2018/3/27～4/7 ブラジノレ 研究連絡
(2）大学院生
所属 氏名 期間 目的国 目的
社会進化 岡村弘樹 2017/2/1～7/24 コンゴ民主共和国 野外調査、研究連絡
社会進化 戸田和弥 2017/2/1～7/24 コンゴ民主共和国 PWS自主FW実習
社会進化 豊田有 2017/4/3～6/29 タイ 野外調査、分析実験、試資料収集
生態保全 C Sarabian 2017/4/21～4/30 インド PWS自主FW実習、研究連絡。 野外調査
社会進化 HNautiyal 2017/4/27～12/3 
インド ・インドネ PWS自主FW実習、情報収集、野
シア 外調査
13th International Conference on 
社会進化 JSA Pastrana 2017/5/14～5/26 コロンピア Environmental Enrichment参加、
情報収集
細胞生理 L Frias 2017/5/23～6/10 マレーシア 研究達絡、 情報収集、共同実験
Evolution of pathogen and parasite 
生態保全 C Sarabian 2017/6/10～7/2 英国・ フランス avoidance behaviours参加、情報収
集、研究連絡
The 12th International 
生態保全 峠明社 2017/7/8～7/16 オーストラリア Mammalogical Congress参加、情
報収集
The 12th International 
生態保全 本田剛章 2017/7/9～7/16 オーストラリア Mammalogical Congress参加、発
表、情報収集
社会進化 柴田河平 2017/7/12～10/25 コンゴ民主共和 PWS自主FW実習、情報収集、野国 ・ウガンダ 外調査
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66th WDAAnnual International 




思考言語 ｝｜口ゆり 2017/7/20～8/10 リア・ポノレトガノレ・
英国
究連絡、 Behavior2017参加 ・発表
社会進化 RSC Takeshita 2017/7/25～8/6 ボル トガノレ BEHAVIOUR2017参加 ・発表 ・資
料収集、研究連絡
PWS巨主FW実習、情報収集、
社会進化 JSA Pastrana 2017/7/25～8/12 ポノレ トガノレ ・デン BEHAVIOUR2017参加、 the51st マーク Conference of the International 
Society for Applied Ethology参加
生態保全 C Sarabian 2017/7/30～8/5 ポル トガノレ BEHAVIOUR2017参加 ・発表 ・資料収集、研究連絡
17th Brazilian Congress of 
生態保全 武真祈子 2017/8/18～8/28 ブラジノレ Prima to logy参加。情報収集、研究
連絡
社会進化 RSC Takeshita 2017/8/18～8/26 フランス EFP2017参加・発表 ・資料収集、
研究連絡
思考言語 R Costa 2017/8/19～10/25 ウガンダ PWS自主FW実習、野外調査
’国＂－、A主7主ト三Eコき主日五ロ ｝｜口ゆり 2017/9/10～9/13 韓国 共同研究打ち合わせ
系統発生 浅見真生 2017/9/24～9/28 中国 化石標本調査
The 6th International Workshop on 
ゲノム進化 西栄美子
2017/10/15 インドネシア
τ＇10pical Biodixersity and 
～10/22 Conservation参加 ・発表、情報収
集
The 6th International Workshop on 










系統発生 浅見真生 2017/11/18～12/9 ミャンマー 化石発掘調査、化石標本調査 ・観察
2017/11/26 
Primate Society of Great Britain 
’国lニコ主'"7主ト三Eコき主日五ロ DWilson ～12/13 英国 0th Anniversary Meeting参加 ・発
表、情報収集
社会進化 豊田有 2017/12/4～12/12 中国 野外調査、研究連絡
’田I二、A主7主ト三Eコテ主日五ロ R Costa 2017/12/6 ウガンダ PWS自主FW実習、野外調査～2018/3/6 
生態保全 C Sarabian 2018/2/9～7/7 コンゴ民主共和国 野外調査、データ収集、研究連絡
Satellite International 
社会進化 豊田有 2018/2/15～3/4 ネパーノレ・タイ Symposium on Asian Primates参
加 ・発表、研究連絡、資料収集
Satellite International 
社会進化 HNautiyal 2018/2/16～2/27 不パーノレ Symposium on Asian Primates参
加、 野外調査、資料収集、研究連絡
生態保全 WLee 2018/2/26～3/5 中国 現地調査、研究連絡
生態保全 中村泉 2018/2/26～3/5 中国 現地調査、研究連絡
生態保全 本田剛章 2018/2/26～3/5 中国 現地調査、研究連絡
所属 氏名 期間 目的国 目的
長期野外 坂巻哲也 2017/1/28～7/29 コンゴ民主共和国 野外調査、研究連絡
長期野外 竹元博幸 2017/3/10～5/1 ウガンダ 野外調査、資料収集、研究連絡
’田＂－、A主7主トョEコ・主関五口 RMendonca 2017/4/7～8/15 ポル トガノレ 野生罵の調査、資料収集、研究連絡
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国際センター C Watson 2017/4/25～5/14 英国 共同研究、情報収集
13白 International Conference of 
思考言語 綿貫宏史朗 2017/5/14～5/26 コロンビア Environmental Enrichment参加 ・発表・
情報収集、研究遠絡、施設見学
生態保全 西川真理 2017/7/29～8/6 ポノレトガノレ BEHAVIOUR2017参加 ・資料収集
長期野外 寺田佐恵子 2017/8/18～9/2 コンゴ民主共和国 A企icanPrimatological Consortium第2
回総会出席 ・資料収集、研究連絡
国際センター C Watson 2017/8/18～8/28 フランス EFP2017参加 ・発表・資料収集、研究
連絡
思考言語 綿貫宏史朗 2017/8/21～9/13 コン ゴ民主共和 野外調査、資料収集、研究違絡
国・ フランス
35th Annual S戸nposiumon Nonhuman 
センター 関洋平 2017/8/21～8/27 アメ リカ Primate Models for AIDS参加 ・情報収
集
35th Annual S戸nposiumon Nonhuman 








国際センター C Watson 2017/9/29～10/15 英国 Schools'Day Scotland参加 ・講演、研究連絡
τbe 6th International Workshop on 
ゲノム進化 橋戸南美 2017/10/15～10/22 インドネシア Tropical Biodixersity包1dConservation 
参加 ・発表、情報収集
Optical Conn巴ctomics to Facilitate 
統合脳システム 菊田里美 韓国
Neuronal St出mlation treatments of 
2017/11/5～11/9 Parkinsons and Spinal Cord Injyuries参
加 ・発表、研究連絡
高次脳機能 竹本篤史 2017/11/10～1/17 アメ リカ 第47回北米神経科学大会参加・発表・
情報収集
統合脳システム 上国志織 2017/11/11～11/17 アメ リカ 第47回北米神経科学大会参加・発表・
情報収集
統合脳システム 菊田里美 2017/11/11～11/17 アメ リカ 第47回北米神経科学大会参加・情報
収集
統合脳システム 山中倉lj 2017/11/12～1/16 アメリカ 第47回北米神経科学大会参加・発表・
情報収集




長期野外 坂巻哲也 2018/1/14～2/13 コンゴ畏主共和国 野外調査、研究連絡、 データ分析
’国＂－、A主フEト三Eコテ主田五口 金森朝子 2018/2/5～2/1 7 レーシア 研究連絡、情報収集
’国＂－、品主フEト三Eコ圭霊田五口 綿貫宏史朗 2018/2/5～2/17 インドネシア ・イ 野外調査、情報収集、研究連絡
ンド
統合脳システム 菊田里美 2018/2/7～2/19 アメ リカ 分析技術習得
生態保全 西川真理 2018/2/26～3/5 中国 現地調査、研究連絡
(4）学振特別研究員（PD）・外国人特別研究員
所属 氏名 期間 目的国 目的
国際センター JAMDuboscq 2017/10/25～1/12 フランス 共同研究
生態保全 栗原洋介 2018/2/26～3/5 中国 現地調査、研究連絡






『機能形態学 （絶滅動物の古生態復元）J2018年 1月 16日～1月 17日
（理）久保拓弥 （北海道大学 ・助教）













浅見 真生 : 2017.8.16～2018.12.31 
糸井｝｜ 壮大 : 2017.8.16～2018.12.31 
岡田佐和子 : 2017.8.16～2018.12.31 
西栄美子 : 2017.8.16～2018.12.31 
ALEJANDRO PASTRANA, Josue Samuel 
・2017.8.16～2018.11.30
全学共通科目TA
瀧山拓哉 : 2017.7.1～2017.7.31 
仲井理沙子 : 2018.1.16～2018.2.28 
国際センターTA












7月 29-30日 犬山公開講座「知の探訪 サノレを知る、ヒトを知る J 
8月 1-2日 大学院修士課程入学試験
10月 11日 サノレ慰霊祭
10月 19日 市民公開日
10月 31日 運営委員会
2018年
l月 19日 博士論文発表会
1月 22日 修士論文発表会
2月 15日 大学院博士後期課程編入学試験
2月 20・21日 オープンキャンパス
3月 26日 運営委員会
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